
 

 

 

 

 

令和７年度における道総研の主な研究成果をご紹介します 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

『ICTで進める産業の生産性向上』 

将来の気候予測とともに、農林業への影響

評価を行いました。 

『直播栽培に向く美味しい水稲』 

北海道の地域特性を反映した省力化技術の

開発に取り組みました。 

『AI等を活用した森林資源量推定』 

多収で食味が良く、直播では倒伏が少なく安

定生産が可能な品種「空育 198 号」を開発し

ました。 

親サケと幼稚魚の成長パターンを鱗や耳石

の輪紋より解析した結果、初期成長の高い個

体が生残する傾向がみられました。 

開発 AI で上空から主要人工林樹種判別や、

樹冠（枝の広がり）検出し、その結果を基に

サイズ計測が可能になりました。 

 

別添 P4 

『酒粕の風味を活かした粕
漬けチーズの開発』 

人参の上部切断面に青色光を照

射し、画像解析により木質化を判

別する技術を確立しました。 

試料の分析や現地調査等により、

生息動向や出没個体の履歴を明

らかにしました。 

別添 P17 

特徴的な風味を持つ粕漬けチー

ズの製造方法を開発しました。 

 

『温室効果ガスの削減に向けて』 

作業者の軌跡 

北海道の土地面積の

約 50%を占める天然

林の炭素吸収効果の

算定に向けて。 

 

2070 年代 8 月の最高気温分布の予測例 

温室効果ガス排出量および吸収量の現状把

握を行いました。 

市町村別の天然林面積 

（統計資料を基に作図） 

 

GPS ロガー等を用いた作業実態把握 

 

作業時間と移動距離 

↑               ↑               ↑ 

空育 198 号  えみまる       大地の星 

↓   倒伏   ↓ 

サケ親魚の鱗による成長解析 

海洋生活 1 年目の成

長が良いほど間隔大 

『サケの生残傾向の把握』 

『気候変動適応に向けたデータ解析』 

別添 P1 別添 P2 別添 P3 

別添 P10 

森林を上から撮影した画像 

スギ樹冠の範囲 

カラマツ樹冠の範囲 

別添 P13 

『青色光とAIを用いた木質
化人参判別装置の開発』 

木質化部分が青色光で蛍光 

良品人参の 

切断面 

（光らない） 

木質化人参の 

切断面 

（光る） 

別添 P18 

左：漬け込み中のチーズ 

右：粕漬けチーズ断面 

『ヒグマの生息およびあつ
れき動向の把握』 

捕獲個体から得られる

試料と分析内容 

歯 

（年齢査定） 

大腿骨 

（食性分析） 
肝臓 

（DNA 分析） 

別添 P20 

『空き家・空き家予備軍の実
態把握ツールの開発』 

GIS 上で建物登記情報と住民

基本台帳を重ね合わせる 

住宅の上に世帯の
ポイントが重ならない

⇒空き家

高齢者のみの世帯の
ポイントが重っている

⇒空き家予備軍

高齢者のみの世帯

その他の世帯

住宅の上に世
帯のポイント
が重ならない
⇒空き家 

高齢者のみの世
帯のポイントが
重なっている 

⇒空き家予備軍 

別添 P22 

空き家・空き家予備軍を特定し、

空き家の流通ポテンシャルを推

計しました。 

令和８年（2026 年）10 月 21 日 

Press Release 

下記に抜粋した取組を含め、それぞれの研究分野より、のべ 24 件の研究成果をとりまと

めました。成果概要については資料をご覧ください。 

お問合せ 

地方独立行政法人北海道立総合研究機構法人本部 

研究推進部研究推進グループ（担当：秋野、大久保） 

電話 011－747－2812 

E-mail hro-info1@hro.or.jp 


